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(被災者の話に耳を傾 け ､ その 心に寄り添し､続 けて … )

｢ どうして老 いた私が生き残 って ､ 孫は 死んだ の? ｣
｢ 生と死 の境を決めているの は誰｣ 全身を突き抜く鋭い問い ｡

｢ … それは誰にも分らない ｡ だけど確かな事がある｡

それは今あなたと私は生きて いる｡ 答えを探しながら
一

緒

に生きていこう｡ 生きている事には必ず意味があるはずだか

ら｣ そういい続けて歩いた被災地｡

亡くなった父 が大切にして いた花壇から ､ 三年ぶりに花が

咲いたのを見て ここ で父と共に生きていく覚悟を決めた娘｡

新盆に流した三 つ の灯籠が ､ 波間を漂いながら
一 つ の大き

な灯火になったのを見て家族との永遠の絆を感じた老人 ｡

震災以降 ､ 出会 った人々 の生と死の狭間を生きる姿を振り

返りながら､ 生きる意味を共に考えたいと思います ｡

このようなお話を戴きます ｡ またとなむ､ 傾聴の機会です ｡
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